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令和６年が始まりあっという間に２ヶ月が経とうとしています。気が付くと今年度も残すところ４週

間となりました。つくづくと時の経つ早さを感じます。今年は暖冬で雪も少なく、全国から春の話題が

届くようになってきた今日この頃ですが、本校にも春を告げる嬉しいお知らせがあります。

２月６日、私立高校の受検日でしたが、見事に全員合格しました。本人の努力はもちろんですが、御

家庭での励ましや支えが大きな力になったと思います。次は、県立高校の受検が控えています。引き続

き、温かく見守りながら励ましていただければと思います。学校でも残された日々を健康に気を付けさ

せながら、気持ちを引き締めて受検に取り組めるよう支援していきたいと思います。

合格祈願会が行われ。蟹田郵便局の清水局長より、励ましの言葉をいただき、キットカットが贈呈さ

れました。また、２年野口泰希君が神主役、１年石岡穂椛さんが巫女役となり、１・２年生が手作りし

た絵馬を奉納しました。受検を控えた３年生にとっては、ホッと一息つけたのではないかと思います。

とても心温まる合格祈願会となりました。

郵便局からのキットカット 学校からは合格おやき

２年生は、受検をテーマにした演劇、ダンス、歌で３年生にエールを送りました。。

１年生は、演劇から５教科のテスト問題をクイズ形式にして、３年生を楽しませました。

１ 金 SC ALT

２ 土

３ 日

４ 月 ３年午前授業

５ 火 県立高校入試

今年度最後の授業参観では、異文化を学ぶということで台湾研 １．２年模擬テスト

修旅行報告会が総合的な学習の時間で行われました。最初にこの ６ 水

事業が実施することになった経緯を説明し、台湾についての豆知 ７ 木 ALT

識や台湾と日本との関係や歴史について等、三浦先生から説明が ８ 金 卒業式予行 ALT

ありました。その後、研修旅行参加生徒による発表がありました。 ９ 土 卒業証書授与式

１０ 日

１１ 月 振替休業日

１２ 火 ５時間授業～２５日

第１日目 吉澤知弥 野坂遼斗 １３ 水 県立高校入試追検査日 ＳＳＷ

学校から台湾につくまでの報告をしました。 １４ 木 ALT

羽田空港の様子や空港内での食事の値段や出 １５ 金 県立高校入試合格発表 SC

国での手続き、手荷物検査、金属探知、税関 １６ 土

や入国審査等の体験発表がありました。 １７ 日

第２日目 越田英寿 福井琥珀 １８ 月

地元の中学生新興中学校との交流会での報告 １９ 火 全校集会 県立高校再募集検査日

は日本の学校との違いや施設・設備の説明を ２０ 水 春分の日

しました。また地元生徒との交流体験で一緒 ２１ 木 県立高校再募集合格発表

にオリジナルTシャツをつくりました。スマ ２２ 金 年度末大清掃

ホの翻訳アプリを使いながら、コミュニケー ２３ 土

ションを図って楽しく活動しました。 ２４ 日

午後からは台北市内を観光しました。忠烈祠、２５ 月 生徒指導写真撮影

故宮博物館、夜市、龍山寺を回り、日本との ２６ 火 終了式・離任式 ALT

文化の違いや宗教の対する信仰の違いについ ２７ 水 学年末休業～３１日

て発表しました。 ２８ 木

第３日目 髙森就将 越田英寿 ２９ 金

グループに分かれて地元の大学生に台北市内 ３０ 土

を案内してもらった様子を発表しました。大 ３１ 日

学生が普通に日本語で会話してくれたことの

驚きや台湾の交通、コンビニ事情を説明しま

した。

第４日目 前田嬉多 髙坂相凛
宿泊先のホテルから青森に着くまでの発表と

台湾研修を終えての感想を発表しました。最 本校より２名の生徒が陸上競技の

初に思った台湾の印象とは違い想像以上に楽 功績により、教育奨励賞を受賞し

しくあっという間の４日間でした。町長さん ました。

をはじめ教育委員会、JTB、先生方に感謝 受賞おめでとうございます。

の気持ちを述べました。

山﨑町長より講評
生徒たちがスマホのアプリを使ってコミュニ ３年 木浪蓮十

ケーションをとっている姿は想像以上で素晴

らしかった。台湾に行くのもいいし、外ヶ浜 ２年 野口泰希

に来てもらうのもいいと思う。交流を続けて

いければいいと思う。

台湾は日本に一番身近な外国だということを理解してください。 今後も更なる活躍に期待したいと

台湾に学ぶものは沢山あると思う。今回の研修は必ず将来の糧に 思います。

なると思います。一緒に研修旅行に行けてとても良かったと思い

ました。ありがとうございました。


